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環 境 基 本 理 念  

⾃然環境と 
調和し共⽣を

⽬指して 

淀 川 製 鋼 所 環 境 宣 ⾔  

１. 地球環境の保全に 
貢献します。 

2. ⾃然環境調和型の 
企業活動を⾏います。 

地球的規模での環境問題が深刻になっている現在、地球を守る 

企業活動が求められています。 このような状況に応えて、1999 年に 

企業活動の指針として「淀川製鋼所環境宣⾔」を作成し、以来 

全社を挙げ、地球の環境に配慮した企業活動に取り組んでいます。 

当社は創業以来、鉄鋼メーカーとして各種製品を社会に供給し、⼈々の⽣活向上に貢献してまいりました。 

⼀⽅、⼈々の豊かな⽣活への追求が、地球規模での⾃然破壊や環境汚染につながり、現在では、地球環境汚染の

解決が世界的な課題となっております。 

こうした顕在する地球環境問題に企業活動が密接に関わっていることを深く認識し、⼈類共通の財産である地球を、

健全な状態で次世代へ引き継ぐことは、我々企業⼈に課せられた責務であると考えます。 

以上の状況にかんがみ、私たちは、⾃然と調和し、共⽣する企業活動を⾏なっていくことを、ここに宣⾔いたします。 

 

１．環境保全意識の啓蒙 
社員及び協⼒会社社員に環境教育を実施し、環境保全を認識して⾏動する⼈づくりを推進します。 

２．事業活動における環境への配慮 
１）全ての事業活動において、公害防⽌、省資源、省エネルギー、物流の合理化、廃棄物の削減・ 

リサイクル等を⾏い、環境への負荷の低減に努めます｡  

２）製品開発に際しては、耐久性の向上に努め、再資源材料及びリサイクルし易い材料の採⽤など、 
廃棄による環境への負荷の低減に努めます｡  

３．社内組織の整備 
以上を推進するため、本社及び各事業所の環境管理組織を強化し、環境保全活動に取り組みます。 

環 境 ⾏ 動 指 針  
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報告対象組織 

本報告書は、株式会社淀川製鋼所単体を対象としています。 
 

参考にしたガイドライン 

環境省 「環境報告ガイドライン（2012 年度版）」 
環境省ホームページ 
http://www.env.go.jp/policy/report/h24-01/ 

 

対象期間 

2013 年度（2013 年 4 ⽉１⽇〜2014 年 3 ⽉ 31 ⽇） 
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自然環境と調和し共生する事業活動により、 

環境負荷低減への取り組み 
当社は、1999 年の環境宣⾔以来、鋼板関連事業を中⼼に 

ロール事業・グレーチング事業等で、環境に配慮した商品やサービス

の提供に注⼒するとともに、省エネルギー活動など環境負荷の低減

を⽬指した経営に努めてまいりました。 

事業活動における環境負荷の低減は「環境への当社の責任」と

捉え、「地球温暖化対策」「循環型社会の形成」「環境負荷物質

の低減」「環境配慮」の４つの分野に分け、積極的な取組みを⾏っ

ております。 

 

 

2013 年度は、様々な要因により厳しい結果となりましたが、今後の

エネルギー消費量や CO2 排出量の削減を⽬的に⼯場やオフィスでエネ

ルギー効率の⾼い設備の導⼊を積極的に⾏いました。 

⼀⽅、再⽣可能エネルギーの創出にも注⼒しています。2013 年度

は⼯場敷地内や遊休地に⼤規模な太陽光発電システムを設置し、

再⽣可能エネルギー買い取り制度に基づく売電を開始しました。 2014

年度も⼯場等にメガソーラーの設置を予定しており、関連会社への展

開も図ってまいります。 

環境保全を考慮した事業展開 
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代表取締役社⻑ 

河 本 隆 明 

必要とされる企業として 

グローバルな環境製品の提供 

持続可能な社会の実現に貢献。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当社は、「安全」「安⼼」「環境」「景観」をキーワードにした製品の

強化を進めております。 

六価クロムを含まないクロメートフリー鋼板は、主に家電メーカーに向

けて供給している⾼品質な環境製品です。2013 年度には、中国や

タイの⼦会社で新製造ラインが稼働し、現地からの供給が可能となり

ました。今後もグローバルな環境製品の供給を⾏い、アジアを中⼼に

地域社会の環境保全に貢献してまいります。 

当社は、2015 年 1 ⽉に創⽴ 80 周年を迎えます。 

⻑年培った技術・ノウハウを製品・⼯法・サービスに 

展開し、より快適な環境をお客様に提供していくことが 

当社の持続可能な社会への貢献であり、果たすべき 

責務と考えております。国内外のグループ各社で 

取組みを強化し、お客様から必要とされる 

企業を⽬指してまいります。 
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特集： エコグリーンシリーズ 

六価クロム０
ゼロ

、安全で安心。 

そして、より快適な環境製品を提供。 

りんくうプレジャータウン SEACLE（シークル） 
使⽤材料：ヨド GL エコグリーン（素地） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資 材 やエネルギー価 格 の⾼ 騰 、地 球 温 暖 化 問 題

への意 識 の⾼ まりなど、昨 今 の社 会 背 景 から、環 境 に

優 しく⾼ 性 能 で⻑ 持 ちする製 品 が求 められています。 

当 社 では、1999 年 の「淀 川 製 鋼 所 環 境 宣 ⾔ 」 

以 来 、地 球 の環 境 保 全 に配 慮 した企 業 活 動 に取 り

組 んでまいりました。鋼 板 製 品 では、家 電 製 品 や内 装

材 など、屋 内 での使 ⽤ を⽬ 的 とした製 品 の開 発 だけで

はなく、屋 外 ⽤ の屋 根 材 や外 壁 材 などについても環 境

負 荷 の低 減 を⽬ 指 した製 品 づくりにいち早 く取 り組 み、

環 境 負 荷 物 質 である六 価 クロムを含 まないクロメートフ

リー鋼 板 を開 発 しました。 

2000 年 に六 価 クロムの使 ⽤ 制 限 が要 望 された家

電業界向けにクロメートフリー化を開始し、EU の RoHS 

指令（特定有害物質の使⽤制限）が施⾏される前年の

2005 年 に、家電業界のお客様に向けてクロメートフリー

化を完了しました。2007 年 には業 界 で初 めて、厳 しい

環 境 下 で使 ⽤ される屋 根 ・壁 材 向 けとして、外装⽤ク

ロメートフリー鋼板「エコグリーン」シリーズを発 売 しました。

家電製品向けで培われた技術をベースに、耐候性や耐

⾷性など外装⽤建材に不可⽋な機能を強化し、開発さ

れた⾼機能塗装鋼板が「エコグリーン」シリーズです。 
2013 年に「クロメートフリー塗装鋼板」の改正 JIS 規

格（JIS G 3312、JIS G 3322 におけるクロメートフリー

塗装鋼板の適⽤）を認証取得したことを契機に、外装

⽤塗装鋼板製品のクロメートフリー化をさらに進めるととも

に、環境商品の開発・拡販に努めてまいります。
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当社の商品開発は、「安全」「安⼼」「環境」「景観」を
キーワードにしており、「鉄」という素材を活かした⾼耐久性
を追求したモノづくりをしています。ここでは外装⽤クロメート
フリー鋼板「エコグリーン」をご紹介します。 

 
 

フッ素とアクリル樹脂を配合した特殊な仕上げにより、⾊あ
せが少なく、酸性⾬にも強い、複合機能塗装鋼板です。 
優れた耐⾷性と遮熱性も有しており、美観を保ちながらも、
ハードな⾃然環境に耐え、環境にも優しい「⾼性能で⻑持ち
するエコ商品」です。 

 

 

 

ヨドハイブリッドカラーＧＬエコグリーン 

【フッ素・アクリルハイブリッド塗装鋼板】 

強固で親⽔性を有する塗膜は耐汚染性に優れており、⾬
⽔の⼒を利⽤して、汚れを洗い落とします。⾃然の⼒を利⽤
し、建物の美観を維持する「景観に優しいエコ製品」です。 

 
 

 
 

厳しい使用環境に

耐える、美しく 

長持ちする「エコ」

耐酸性試験(5％硫酸浸漬 48 時間) 
試験⽚を 5％に希釈した硫酸溶液中に浸漬して、試験⽚の変⾊・錆・
塗膜の膨れ等を確認したものです。 

ヨドハイブリッドカラーGL   ⼀般カラー     GL カラー艶消 

断⾯構成図 断⾯構成図 

⾬筋汚染暴露⼀年経過後 
スーパーバリアカラーは⾬筋汚れがありません。 

⼀般カラー スーパーバリアカラー 

（当社⽐較） 

どちらの製品も六価クロムを含まない塗装前処理液、下塗り塗料、仕上げ塗料を使⽤しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スーパーバリアカラーＧＬエコグリーン 

【耐汚染性塗装鋼板】 

※地域により⾬筋汚染は若⼲異なります。 
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環境活動の⽬的・⽬標 
評価：◎達成、〇70％の達成、△未達成

※1 BAU：Business as Usual の略。特段の省エネ・CO2 削減対策を実施しなかった場合 
※2 JAMP AIS（アーティクルインフォメーションシート)：アーティクルマネジメント推進協議会が推奨する製品含有化学物質情報伝達シート 

 
 
 

 
取組内容 2013 年度⽬標 2013 年度活動内容 評

価 2014 年度⽬標 
ペ
␗
ジ 

地
球
温
暖
化
防
⽌ 

⽣産部⾨での 
CO2 削減 

⾼効率設備への更新による
エネルギー使⽤量の削減 

カラー脱臭装置やコージェネレーション等
⾼効率設備への更新を⾏ったが、⽣産
量の増加により、エネルギー使⽤量と
CO2 排出量も増加 

△ 

⽇本鉄鋼連盟の低炭素社会実⾏計
画の⽬標（2020年にBAU※1⽐で
500 万トンの CO2 を削減）を達成
するため、地球温暖化防⽌対策を継
続して取組む 

11

 

照明改善による電⼒量の 
削減 

⼯場ヤード内の照明や、街路灯等を 
LED 化し、節減⽬標を達成 

設備運⽤改善によるエネル
ギー使⽤量の削減 

改善対象設備の運転条件の⾒直しを
実施し、⽬標を達成 

輸送での CO2 削減 モーダルシフト化率アップ 

モーダルシフト化率前年⽐ 8.3％アップ
したが、主に市川⼯場⽕災の影響で輸
送量が増加。CO2 も増加の為、評価
は△ 

△ モーダルシフト化率アップ 

12

 

オフィス部⾨での 
CO2 削減 

夏季の節電活動 

夏季（7 ⽉〜9 ⽉）の消費電⼒量を
前年度⽐－1％削減 
空調設定温度 28℃の徹底 
クールビズの推進。 

◎ 照明の省エネ化 

循
環
型
社
会
の
形
成 

省資源の推進 
  

リサイクルの推進 
分別⽅法や収集先を⾒直し、リサイク
ル率アップ達成 ◎ 

鉄源のリサイクル推進 
廃油の再資源化 
紙の再資源化（継続⽬標） 

13
  梱包資材の再利⽤ 
  紙の再資源化 
省資源の取組 シール材の⾒直しによる梱包資材の削

減、配布⽂書の電⼦化によるペーパー
レス化等、⽬標達成できた部分もある
が、事業所によって紙の省資源化が未
達成な所もある為、評価は△ 

△ 
梱包⽊材の使⽤量削減 
（５％削減） 
ペーパーレス化の推進 

  ペーパーレス化の推進 
  資材の⾒直し・節減 

廃棄物の削減 
鋳物砂や廃プラスチックについては、前
年度⽐増加や未達成項⽬がある為、
評価は△ 

△ 廃プラスチックの処分 
処分委託先の⾒直し 

境
負
荷
物
質
の
低
減 

VOC 排出量 
の削減 

VOC 排出量の削減 
カラー脱臭装置の直燃式から蓄熱式へ
の変更による排出量の削減 ◎ 

VOC 排出状況を 2010 年を基準年
とし、悪化させない 
（鉄連⾃主⾏動計画） 
排⽔のオンライン監視設備の設置 

14
| 

15

有害化学物質の全廃 六価クロムの使⽤量低減 
六価クロム使⽤量低減⽬標
（73.2kg）を達成 ◎ クロメートフリー商品の拡⼤ 

六価クロムの使⽤量低減 

化学物質の 
管理強化 

有害物質の適正管理 
微量 PCB の含有機器の適
正保管 

⽉例点検の継続的な実施 
微量 PCB の適正な保管を実施し、全
⼯場で処分を推進 

◎ 
有害物質の適正保管 
PRTR 法遵守 
微量 PCB の処分 

環
境
配
慮 

製品への有害化学物
質⾮含有保証の対応 

JAMP AIS※2 への対応 JAMP AIS の担当者教育の実施 ◎ 有害化学物質⾮含有保証書の英⽂
版の作成 

15

地域社会への貢献 
地域社会とのコミュニケーショ
ンの向上 

地域清掃への参加 
（各事業所で実施）  ◎ 地域社会とのコミュニケーションの向上

（継続⽬標） 

16

環境配慮製品及び技
術の開発による社会
貢献 

汎⽤カラー製品のクロメート
フリー化 

商品のクロメートフリー化（ヨドカラー
GL、萠、雪国）を推進 ◎ クロメートフリー商品の開発・ 

塗装仕様の確⽴ 

17

環境活動の推進 環境保全教育の実施 環境技術の伝承教育の実施 ◎ 環境マネジメント体制の推進・地域環
境整備 ・ 避難訓練の実施 

8 

15
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環境マネジメントシステム 
事 業 活 動 、製 品 及 びサービスにおいて、環 境 保 全 活 動 の継 続 的 改 善 と環 境 汚 染 の予 防 を実 施 し、環 境

パフォーマンスを向 上 させることを⽬ 的 とした全 社 組 織 として、ISO14001 に基 づいた環 境 マネジメントシステム
を構 築 しています。 

全 社 推 進 体 制 として、社 ⻑ を委 員 ⻑ とした「環 境 委 員 会 」を設 置 し、全 社 的 な基 本 事 項 を決 定 していま
す。また各 事 業 所 の環 境 管 理 責 任 者 及 び環 境 管 理 担 当 者 による「環 境 管 理 連 絡 会 」を定 期 的 に開 催 す
ることにより、環 境 管 理 の協 議 調 整 や全 社 ⽅ 針 等 必 要 事 項 の周 知 徹 底 を図 っています。 

事業所 登録年⽉ 更新年⽉ 登録範囲 
登録 
番号 

審査登録
機関 

市川⼯場 2000 年 6 ⽉ 2012 年 6 ⽉ 
冷間圧延、表⾯処理の鋼板及び鋼帯の
製造に係わる事業活動 

E143 

JICQA ⼤阪⼯場 2000 年 12 ⽉ 2012 年 12 ⽉ 
表⾯処理鋼板、鋳鉄ロールの製造に係わ
る事業活動 

E193 

呉⼯場 2000 年 12 ⽉ 2012 年 12 ⽉ 
冷間圧延鋼帯及び表⾯処理鋼帯の製造
に係わる事業活動 

E203 

 

 ISO14001 認証取得事業所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   委員長：社長 
   委  員：環境担当取締役 
         総括環境管理者 
         経営企画本部長 
   事務局：本社環境管理課 

ヨドコウ環境マネジメントシステム 社  長 

総括環境管理者 
工 場 部 門 ： 各事業所長 

（泉大津工場・福井工場・大阪建材事業所に 

ついては、管轄営業本部の本部長） 

オフィス部 門 

    本 社 : 経営企画本部長 

    支 社 : 支社長 

    営業所 ： 営業本部長 

           ロール事業本部長 

本社環境管理課

（事務局） 

環境管理責任者 

部門・部署責任者 

社員  社員  社員

環境担当取締役 

（専務執行役員） 

環境委員会 

各事業所 
環境管理組織 

 

 

 (年３回） 
  構成員：経営企画本部長 
       環境管理責任者 
       環境管理担当者 
       本社環境管理課長 
  事務局：本社環境管理課 

環境管理連絡会 

エネルギー管理推進者

（本社環境管理課担当者） 

エネルギー管理統括者

（経営企画本部長） 
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ＩＮＰＵＴ 

当 社 では、鋼 板 関 連 、ロール、グレーチングの 3 事 業 を中 ⼼ に展 開 しております。 
各 事 業 所 の製 造 過 程 で、⽔ や廃 棄 物 などのリサイクル利 ⽤ を進 め、それとともに太 陽 光 発 電 、⽔ ⼒ 発
電 など再 ⽣ 可 能 エネルギーの導 ⼊ 、コージェネレーションシステムの導 ⼊ など、省 エネルギーや CO2 排 出
量 の削 減 が期 待 できる諸 施 策 を実 施 しています。 

ＯＵＴＰＵＴ 

⼯場⽣産 
●冷延製品 
●めっき鋼板 
●塗装鋼板 
（クロメートフリー鋼板等） 
●エクステリア製品 
（物置・ガレージ等） 
●⾦属屋根・壁材 
●ロール 
●グレーチング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総エネルギー投⼊量 3,154 TJ ※ 売電電⼒量 714 千 kWh 

購⼊電⼒量 166,502 千 kWh 温室効果ガス排出量 206 千 t-CO2 

⾃家発電量 2,433 千 kWh    国内 184 千 t-CO2 

（コージェネレーション・⽔⼒） 輸送 22 千 t-CO2 

都市ガス 34,802 千㎥    

輸送燃料(原油換算) 8,091 kl 

総物質投⼊量 755 千ｔ  製品⽣産量 705 千ｔ 

原料コイル 722 千ｔ 化学物質排出量 165.9 ｔ 

亜鉛 26 千ｔ   ⼤気排出 22.4 ｔ 

塗料 5 千ｔ 下⽔ 0.4 ｔ 

紙 34 ｔ 事業所外 143.1 ｔ 

梱包材 1,884 ｔ 廃棄物排出量 90,446 ｔ 

   再資源化率 62.93 ％ 
  

⽔資源投⼊量 4,613 千㎥ 排⽔量 4,036 千㎥ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マテリアルバランス 

※ TJ（テラ・ジュール）：1 兆ジュール（＝10 の 12 乗ジュール） 
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2013 年度 環境保全コスト内訳

820 

22 

262 

38 

180 

726 

844 
742 

720 735 

0
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1,000

09 10 11 12 13

環境保全コスト 投資額と保全費⽤
投資額 保全費⽤

（年度）

（百万円）

投資額
180百万円

温暖化防⽌対策
86％

産業廃棄物処理
８％

⽔質汚染防⽌
3％

社会活動
2％

管理活動
1％

保全費⽤
735百万円

⼤気汚染防⽌
48％

⽔質汚染防⽌
19％

産業廃棄物処理
13％

研究開発
8％

温暖化防⽌対策
6％

管理活動
3％

リサイクル費⽤
2％

その他活動
1％

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境会計 
事 業 活 動 により発 ⽣ する環 境 負 荷 物 質 を低 減 し、地 球 温 暖 化 対 策 の効 果 が⾼ い設 備 への更 新

や導 ⼊ に努 め、継 続 的 な環 境 の保 全 活 動 を⾏ っています。 

 

2013 年度の環境保全コストは、カラーラ

イン脱臭装置や廃液処理装置等の設備

投資に、180 百万円を⽀出しました。 

また保全費⽤は、735 百万円となり、そ

のうち⼤気汚染防⽌対策 47.9％、⽔質

汚濁防⽌対策 19.0％、副産物・産業廃

棄物処理に 12.6％等、主に公害防⽌や

資源循環の為の⽀出となりました。 

 

  

※本年度より、集計⽅法を変更しました。 
（⼯場部⾨のみの数値→⼯場部⾨+オフィス部⾨） 
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地球温暖化対策や電⼒需給対策として、各事業所でエネルギー使⽤の合理化や、設備・装置の⾼効率化など
継続的な省エネルギーへの取り組みを⾏っています。 

呉⼯場 2013 年 7 ⽉カラーライン脱臭装置を更新 ⼤阪⼯場 2014 年 1 ⽉コージェネレーション更新 

-39%
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4,000
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6,000
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⽣産部⾨エネルギー消費量の推移単位：TJ

（年度）

↓1990年実績

－37％
削減

-38%-36%
-38%-41% -42% -45% -41%-39%

0
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30

90 05 06 07 08 09 10 11 12 13

⽣産部⾨ CO2排出量の推移単位：万t-CO2

（年度）

↓1990年実績

－37％
削減

 

  地球温暖化対策 

 ⽣産部⾨での取り組み 

2013 年度は、カラーライン脱臭装置をはじめ、
コージェネレーション等、⾼効率設備に更新を⾏い
ました。  

その他の取り組みとしては、⽣産設備の改善や
各⼯場ヤード内の照明改善、設備の運転⾒直
し等、省エネ活動を実施し、⽣産部⾨でのエネル
ギー消費量は、1990 年度⽐ 37.0％削減しまし
た。 前年度⽐は、⽣産量の増加により、8.7％の
増加となっています。 

CO2 排出量についても、1990 年度⽐ 37.0％
削減しましたが、前年度⽐では 3％増加しました。 

呉⼯場では、カラーライン脱臭装置を直燃式から蓄
熱式に変更することにより、都市ガスの使⽤量を⼤幅
に削減しました。それに伴い、CO2排出量を導⼊初年
度は、570ｔ-CO2 削減することができました。 

⼤阪⼯場では、2014年1⽉にコージェネレーション 
を更新しました。その他、化成処理後の加熱乾燥に
使⽤するガス燃焼オーブンの温度設定の⾒直しによる
都市ガスの使⽤量削減などにも取り組みました。 

市川⼯場では、⼯場エアー⽤コンプレッサーの⼀部
をインバータ化し、30 万 kWh/年の電⼒量を削減しま
した。その他⼯場内各所照明の LED 化に取り組みま
した。 
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 オフィス部⾨での取り組み 

 物流部⾨での取り組み 
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オフィス部⾨CO2排出量の推移

営業所

⽀社

本社

単位：t-CO2

（年度）

18.1  18.7 

13.3  14.1 

20.3 
17.6 

22千t‐CO2
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物流部⾨CO2排出量の推移単位：千t-CO2

（年度）

38.6% 37.6% 34.9% 36.9%
32.6% 29.8%

38.1%

60.9% 61.7% 63.9% 62.0%
66.3% 69.0%

61.1%
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原油換算klでの海上輸送⽐率
海上輸送 陸上輸送 コンテナ輸送

（年度）

前年度⽐
8.3ポイント改善

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 2013 年 度 のオフィス部 ⾨ （本 社 ・⽀ 社 ・営
業 所 22 ヵ所 ）の CO2 排 出 量 は、前 年 度 ⽐
5％削 減 となりました。 
 オフィス部 ⾨ では、毎 年 、夏 季 節 電 対 策 期
間 （7 ⽉ 〜9 ⽉ ）を設 け、週 2 ⽇ のノー残 業
デーの実 施 や空 調 設 定 温 度 28℃の徹 底 等
の省 エネ活 動 を⾏ っており、その活 動 結 果 を従
業 員 全 員 で共 有 することにより、省 エネ意 識 の
定 着 に努 めています。 

 当社の物 流 は、輸 送 貨 物 ・輸 送 先 に合 せ
て、トラック・トレーラーによる陸 上 輸 送 、コンテナ
による鉄 道 輸 送 、内 航 船 ・フェリーによる海 上
輸 送 を組 合 せています。陸 上 輸 送 では積 載 率
の向 上 や環 境 性 能 の⾼ い⾞ 種 へのシフトなど
の対 策 を⾏ っておりますが、より CO2 排 出 量 を
抑 えることができる鉄 道 輸 送 や海 上 輸 送 への
継 続 的 なモーダルシフトを進 めております。 

 
2013 年 度 は、活 動 ⽬ 標 である海 上 輸 送

⽐ 率 のアップに取 り組 み、⼯ 場 間 の陸 上 輸 送
を海 上 輸 送 へシフトすることにより、前 年 度 ⽐
8.3 ポイント改 善 させましたが、2013 年 7 ⽉の
市川⼯場⽕災の影響により、海上と陸上の輸
送量が増加し、CO2 排出量は前年度⽐ 24％
増加しました。 
 

前年度⽐ 

24％増加 
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 ⽣ 産 活 動 において発 ⽣ する廃 棄 物 及 び有 価 物 には、汚 泥 、廃 油 、鉱 さい、鉄 くずなどがあります。    
当 社 では、それらの再 資 源 化 に取 り組 んでおり、汚 泥 はセメント原 料 に、廃 油 は再 ⽣ 油 や補 助 燃 料 に、
鉱 さいは路 盤 材 にそれぞれ利 ⽤ されます。また、処 分 委 託 業 者 を定 期 的 に訪 問 し、処 分 の現 地 確 認 を
⾏ う等 、確 実 な廃 棄 物 処 分 を⼼ 掛 けています。 
 廃棄物・有価物の総発⽣量については、2013 年度 90 千ｔとなり、前年度⽐ 13.0％増。再資源化率は、62.9％
となりました。 
 各 事 業 所 では、廃 棄 物 の処 理 ⽅ 法 の改 善 や徹 底 した分 別 収 集 を⾏ うことにより、廃 棄 物 の減 量 と再
資 源 化 の推 進 に取 り組 んでいます。 

  ⽔ の使 ⽤ 量 低 減 に向 け、⼯ 場 内 設 備 の冷 却 ⽔ の循 環 利 ⽤ に取 り組 んでいます。 
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廃棄物・有価物発⽣量と再資源化率推移
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循環型社会の形成 

 廃棄物・有価物のリサイクルの促進 

 ⽔の使⽤量低減・循環使⽤の推進 
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当社では、PRTR 法 ※1 及び条例
に基づき、化学物質の適正な保管や
管理を⾏い、その排出量※２や移動量
※３を低減させる活動に取り組んでお
り、その結果を各事業所が所属する⾃
治体に報告しています。 

2013 年度は、化学物質を多く取
扱うカラーラインの⽣産量増加に伴い、 
PRTR 法対象物質の取扱量は前年
度から 12％増加しましたが、カラーライ
ン脱臭装置の更新により除去効率が
⾼まり、排出量は 5.4％削減しました。
移動量は 3.6％増となりました。 

また、製品含有物質関連法規制に
対応し、化学物質管理に関する社内
規定を整備し、SDS※4 や不使⽤保証
書等の発⾏によりお客様への正確な情
報提供を⾏っています。 
RoHS 指令※5 や REACH 規則※6 等
の海外の法規制に関しても、顧客の要
求に対応しております。 
 

2013 年度 PRTR 法に基づく届出排出量及び移動量 単位：トン/年

政令 
番号 

物質名 

排出量 移動量 

⼤気
公共
⽤⽔

⼟壌
⾃所内
埋⽴

下⽔道
事業
所外

53 ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 31.7

80 ｷｼﾚﾝ 9.2 0.0 0.0 0.0 0.0 69.5

83 ｸﾒﾝ 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2

87 ｸﾛﾑ及び３価ｸﾛﾑ化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.7

88 6 価ｸﾛﾑ化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0

132 ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

213 NN-ｼﾞﾒﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

277 ﾄﾘｴﾁﾙｱﾐﾝ 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

296 1,2,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 8.5

297 1,3,5-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2

300 ﾄﾙｴﾝ 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 22.7

302 ﾅﾌﾀﾚﾝ 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4

305 鉛化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

309 ﾆｯｹﾙ化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.8

321 ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

411 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 2.3

412 ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

453 ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ及びその化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総  計 22.4 0.0 0.0 0.0 0.4 143.1

 

揮発性有機化合物（VOC）についても排出濃度を定期的
に測定し、基準値以下であることを確認しています。 
当社では、⽇本鉄鋼連盟の⾃主⾏動計画に参画しており、

その⾏動⽬標である「2010 年度の排出状況から悪化させな
い」ことを⾃社の⽬標とし、VOC 排出量削減に取り組んでおり
ます。 

2013 年 度 の排 出 量 はカラーラインの⽣ 産 量 増 加 により、
前 年 度 ⽐ では 0.5％増 加 となりましたが、2010 年 度 ⽐ では
8.7％の削 減 となっております。
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環境負荷物質の低減 
 PRTR 法対象物質の排出量、移動量の低減 

※1 PRTR 法：（Pollutant Release and Transfer Register の略）「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」⽇本では
1999 年に法制化 

※2 排出量：事業所から排出された量 
※3 移動量：事業活動に伴って排出される産業廃棄物を処理業者に委託して場外へ移動する量、及び下⽔に排出する量 
※4 SDS：（Safety Data Sheet の略）安全データシート。 化学物質や化学物質が含まれる原材料などを安全に取り扱うために必要な情報を記載 
※5 RoHS 指令：（Restriction on Hazardous Substances の略）電気・電⼦機器に含まれる特定有害物質の使⽤制限に関する欧州議会及び理事会指令 
※6 REACH 規則：（Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals の略）⼈の健康や環境の保護のために化学物質とその使⽤を管

理する欧州議会及び欧州理事会規則 

 揮発性有機化合物（VOC）の削減 
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当社各事業所の廃液処理設備では、⽣産設備から発⽣した廃⽔を凝集沈殿処理し、その後濾過、
中和等で浄化し、公共⽤⽔域に排出しています。 

最 終 排 ⽔ 槽 の⽔ 質 監 視 については、pH 計 や油 分 検 知 器 を設 置 し継 続 的 に監 視 、社 内 と外 部 の 
検 査 機 関 による計 測 を定 期 的 に⾏ い、その測 定 結 果 を各 ⾃ 治 体 に報 告 しています。⽔質総量規制 ※1

の対象事業所については、別途、UV 計 ※2 等を設置し、排出される有機汚濁物質の総量を監視しています。 
 

微量 PCB 含有が疑われる使⽤済みトランスやコンデンサ等の電気機器について含有調査を⾏い、含有が
確定したものに関しては、法令に基づき、⾃治体への届出と適切な管理を⾏っています。 

2013 年 度 からは⽣ 産 部 ⾨ の全 事 業 所 で処 分 計 画 をたて、処 分 委 託 及 び運 搬 委 託 先 との調 整 を
⾏ い、順 次 処 分 を実 施 しております。 

呉⼯場 表⾯処理⼯場廃液処理設備 市川⼯場 総合廃液処理設備 

※1 ⽔質総量規制：総量規制基準が適⽤されている指定地域内（瀬⼾内海、東京湾、伊勢湾）へ排⽔を排出する者は、規制対象となる指定項⽬（化学的酸素要求量
（COD）、窒素、りん）について排⽔の汚濁負荷量を測定し、総量規制基準を遵守しなければならない（⽔質汚濁防⽌法第 12 条の２、第 14 条第 2 項） 

※2 UV 計：有機性汚濁物質測定装置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 排⽔の⽔質管理 

 微量 PCB 含有対象機器への対応 

当社は、環境マネジメントシステムに基づいた環境経営を継続的に⾏えるよう、環境保全の実務に取り組む⼈材を 
育成するとともに、社員の環境意識の向上を図っています。 

各事業所の環境管理担当者が集まり、年 3 回開催される「環境管理連絡会」では、それぞれの事業所で発⽣した 
環境課題や実施事項を持ち寄るなど、情報共有化による知識の向上を図っています。  

その他、各⼯場では、新⼊社員研修の⼀環として、毎年環境教育を⾏っています。 
社会をとりまく環境問題の歴史や、それに伴う取り組みの変化を説明し、企業活動を⾏う上での環境マネジメントシステム
の必要性や環境⽅針・取り組み等、環境への理解を深める活動を⾏っています。 

環境教育 
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地域社会と共に 

2013 年 11 ⽉にボランティア清掃を⾏いました。 

市川港開発協議会主催の清掃活動に年 2 回参加
しています。 

2013 年 5 ⽉の市川市の事業者向け環境情報交流
会講演会において、⼯場内の環境取組事例を地域の
皆様に紹介しました。 

2013年10⽉に⼤阪市が主催する『⼤阪マラソン“クリーンUP”作戦』に参加し、本社ビル周辺の清掃を実施しました。

⼤阪市条例第 9 条に基づく、ごみの減量に取り組んで
おり、2013 年度には、5 年連続で優良評価を受け、
⼤阪市より表彰されました。 

 各事業所の取り組み 

呉⼯場 ⼤阪⼯場 

市川⼯場 

本社 
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 製品を通じた社会貢献  

亜鉛めっき鋼板・カラー鋼板・ガルバリウム鋼板で、六価クロム
を含まず耐久性を備えたクロメートフリー鋼板「エコグリーン」シリー
ズを開発してきました。外装⽤カラー鋼板では、業界初のクロメー
トフリー化を実現しております。お客様の環境負荷物質に対する
ニーズにいち早く対応した製品を通して、地球の環境保全に貢献
してまいります。 

クロメートフリー鋼板 エコグリーンシリーズ（RoHS 指令対応） 

SAKURA+PROJECT とは、⽇本⼈の好きな花、そして⾒る⼈に元気を与えてくれる
“桜”を、東北の被災地に植樹し、多くの⼈を惹きつける新たな名所を創ることで、震災
からの復興を中⻑期的に後押しするプロジェクトです。 

当社は、2012 年 3 ⽉よりヨド物置エスモ、エルモ全機種の売上の⼀部を協賛・寄付
しており、2012 年 11 ⽉には岩⼿県⼤槌町にて第 1 回植樹祭が⾏われました。 
今後も継続的に植樹を⾏ってまいります。 

 SAKURA+PROJECT（サクラプラス・プロジェクト）への協賛 

ヨドファインパネル・ヨドファインルーフ 

岩⼿県⼤槌町での第 1 回植樹祭 福島県いわき市での第２回⽬植樹 

事務所、倉庫、⼯場などの壁材、屋根材に適
した内外装⼀体のパネルで、断熱材を表裏 2 枚
の鋼板でサンドイッチにした断熱効果の⾼い商品
です。 

エコキュートの貯湯ユニットに採⽤されています。

（ヒートポンプユニット）       （貯湯ユニット）

関⻄空港第 2 ターミナルビル（写真提供：新関⻄国際空港株式会社） 
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TOPICS 

年間約 1,200MWh 発電するメガソーラーを設置 

当社では、事業所内への太陽光発電システムの設置拡充をおこなっています。 
2013 年度は、泉⼤津⼯場にメガソーラーを新設しました。年間約 1,200MWh の発電量となり、 
年間約 577ｔの CO2 削減効果が⾒込まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2014 年度は、福井⼯場・⼤阪⼯場等の屋根上や地上にメガソーラーの設置を予定しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太陽光発電システム 

当社がこれまでに培った屋根に関する設計ノウハウや施
⼯技術などを基に、⾼強度、且つ軽量の太陽光パネル取
付⾦具を開発しました。純正⾦具でパネルを安全に設置し
ていただくことが可能です。 

荷重条件の厳しい建物には、約 7.5kg／㎡の超軽量 
パネル（パネル：6.5kg／㎡、取付⾦具：1.0kg／㎡）
もご提案可能です。 

泉⼤津⼯場 
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ヨドクリスタルグレーチング 

粉砕した廃ガラスびんと廃陶磁器等との混⾊により、
景観を損なわない落ち着いた⾊相も表現できる景観
及び環境商品です。 

⽩墨       琥珀       若草       松葉 

回収資源を再利⽤した環境にやさしく、デザイン性の⾼いグレーチングです。 

廃ガラスびん、陶磁器など 

破 砕 

粉 砕 

充 填 

エッジレス加⼯ 
クリスタルグレーチング 
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③ 京葉鐵鋼埠頭株式会社 

② ⽩洋産業株式会社 
④ ヨドコウ興発株式会社 

① ⾼⽥鋼材⼯業株式会社 

 株式会社淀川製鋼所 

本  社 

【 参考資料 】 

ヨドコウグループ概要（2014 年 3 ⽉ 31 ⽇現在） 

会社情報 

会社名    株式会社淀川製鋼所（Yodogawa Steel Works, Ltd.） 

設⽴ 1935 年 1 ⽉ 30 ⽇ 

資本⾦ 232.2 億円 

売上⾼ [連結]1,575 億円 

[単体]1,021 億円 

従業員数 [連結]2,491 ⼈ 

[単体]1,223 ⼈ 

国内拠点 本社、⽀社、⼯場（⼤阪・呉・市川・泉⼤津・福井） 

営業所・出張所 22 カ所 

国内連結子会社（4 社） 

① ⾼⽥鋼材⼯業株式会社 

② ⽩洋産業株式会社 

③ 京葉鐵鋼埠頭株式会社 

④ ヨドコウ興発株式会社 
 

⼤ 阪 ⼯ 場  

市 川 ⼯ 場  

呉 ⼯ 場  

泉 ⼤ 津 ⼯ 場  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 21 
 

⑦ PPT 社（タイ） 

  
海外連結子会社（3 社）   

⑤ 盛餘股份有限公司 （SYSCO 社）  

⑥ 淀川盛餘（合肥）⾼科技鋼板有限公司 （YSS 社）  

⑦ PCM PROCESSING(THAILAND)LTD. （PPT 社）  
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財務情報 
[連結] 

2013 年度 
157,551 

百万円 

2013 年度 
157,551 

百万円 

⑥ YSS 社（中国） 

⑤ SYSCO 社（台湾）
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株式会社淀川製鋼所 
＜お問い合わせ先＞ 
企画部 環境管理課  
〒541-0054 ⼤阪市中央区南本町 4 丁⽬ 1 番 1 号 
TEL:06-6245-1119   FAX:06-6282-9176 
E-mail: kankyoukanri@yodoko.co.jp 
URL  http://www.yodoko.co.jp/  
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